
時
事
問
題

国
際
間
の
差
別
的
待
遇
腰
止
問
題

第
八
巻

〔第

二
號

九
Q
)

二
=
=
ハ

'

時

事

開

顕
.

國
際
問
の
差
別
的
待
遇
廃
止
問
題

戸

田

海

市

一

差
.別
的
待
遇
否
認

の
根
族

今
次
の
世
界
戦
争

に
由
り
諸
国
民

の
共
同
生
活
を

一
新
す

へ
き
機
倉
か
到
達
し
た
。
干
和
倉
議
に
於
て
は
是
非

・
ご
も
先

つ
此
共
同
生
活
を
律
す
る
公
正
の
新
原
則
を
確
立
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
真
新
原
則
&
は
再
三
本
誌
に
諭
し
た

「如
く
、
各
国
民
互
に
李
等

の
生
存
権
を
認
め
て
之
を
奪
重
し
、
各
国
民
を
し
て
其
特
有

の
能
力
を
自
由
に
獲
慶
し

て
人
類
全
膿

の
進
歩
に
最
大

の
貢
献
を
爲
さ
し
む
る
こ
ご
て
あ
る
。
国
際
聯
盟
は
北
新
原
則
を
擁
護
執
行
す
る
機

.

關

&
し
て
初
め
て
意
義
を
生
す
る
、
若
し
も
在
來
の
不
完
全
な
る
共
同
生
活
關
係
を
土
垂
&
し
て
其
上
に
張
て
國一

…
際
聯
盟
を
築
か
ん
こ
す
れ
は
、
其
聯
盟
は
少
数

の
張
大
國
か
他

の
弱
小
櫻
を
利
用
す
る
の
道
具
に
堕
落
し
易
く
又

.

無
論
此

の
如
き
聯
盟
は
世
界

の
多
数
國
民

の
不
意
反
抗
を
生
し
易
き

の
み
な
ら
す
、
本
来
聯
盟
か
公
正
な

る
原
則

よ
り
出
躾
し
た
も

の
て
な
く
て
は
、
實
際
に
聯
盟
を
左
右
す
る
の
勢
力
を
有
す
る
小
藪
.張
大
國
相
互
の
問

に
於
て

一
醜
悪
な
る
競
争
か
起

っ
て
世
界

の
年
利
は
再
ひ
掩
鼠
せ
ら
れ
(
之
か
爲
め
人
類
全
慌

の
運
命
か
少
数
強
大
國

の
爲

め
に
翻
弄
せ
ら
る

＼
を
見
れ
な
い
。



…

・
.
.
.醤

塁

互
に
毳

毳

存
磐

認
め
て
之
を
蟄

レ
、
・
三

張
大
國
鴛

あ
.に
人
墾

蟹

隈
利
を
馨

に
悟

》

…
韓
離
糞

嚢
鞭

鞍
吐馳繰

蒔
難

難

羅
編
蝿蝉

そ

以
來
徐
々
髪

現
せ
ら
れ
つ
・
あ
・
所
で
あ
り
、
箆

文
化
の
進
歩
捧

ふ
轟

・
所
の
各
国
内
鼠

衆
化
か

蓋

抵
養

し
て
居
り
、

一
更

各
国
・
内
部
に
於
て
強
烈
量

求
せ
・
雪

民
衆
化
遙

行
ぜ
・
め
ん
手

れ

㌃

是
非
　

屡

問
の
暴

化
を
要
す
る
こ
直

本
誌
前
謬

論
・
窮

乏

あ
・
か
ら
・
若
・
各
罠

髪

際

一
眞

に
畳
醒
す
る
な
ら
は
、今
次

の
雫
布
會
議
に
於

て
此
原
則
を
確
立
す
る
こ

・ご
は
決
し
て
困
難

て
な
い
。
而
し
て
此

…
新
原
則
を
行
ふ
蓋

勢

的
及
購

的
の
叢

主
義
・
打
撃

・
の
必
要
あ
る
こ
ほ

暴
論
し
裁

く
て
あ
る
が

.

更
砦

国
民
か
互
拳

等
の
生
存
讐

馨

る
こ
・
・
な
れ
は
、
其
當
然
の
結
饗

し
て
各
國
民
は
、凡
て
倫

の

…
国
民
濁

し

読

同
仁
的
な
・
傘

の
待
遇
を
與

へ
ね
は
な
鼠

。
會

ま
て
種
・
の
不
傘

な
・
鐘

の
行
は

天

來
つ
た
。
巌

、
帝
国
妻

君

は
れ
奮

然
の
藁

て
あ
・
か
ら
、
霜

會
膏

於
て
は
従
来
の
不
合
饗

る
差
別
的
待
遇
を
除
去
す
る
こ
ご
に
努
力
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。

二

政

治

輕

濟

上

よ
り
す

る
差

別

的
待

遇

-
-

國
際
間

の
差
別
的
待
遇
笑

別
し
て
三
警

な
・
。
第

一
鍛

冶
欝

上
の
利
害
關
係
よ

り
親
疎
の
別
を
設
く

・

.

る
窪

て
あ
り
、
第
二
縫

族

の
異
同
に
由
り
待
遇
に
厚
薄
を
附
す
・
慧

て
あ

り
・.
第
三
は
先
進
駐

後
進
國

鶉

。
て
奪

の
交
際
・
誓

こ
宅

あ
る
。
以
前
・
第

二
・
第
三
あ

匪
別
・
丸

有
色
人
國
即
ち
後
進
国

…

撃

問
題

国
際
間
の
蕎

的
待
遇
塗

膜

第
八
巻

(第
二
號

九
ご

二
三
七

.

冒



艦

肇

問
題

国
際
間
の
差
別
的
待
農

止
問
題
.

粟

谷
三
第
二
號

九
二
=

三

八

.

ざ
し
て
差
別
的
待
遇
を
附
せ
ら
れ
旋

の
て
あ

る
が
、
輓
近
国
際
的
民
衆
化
の
最
も
顯
著
な
る

「
例

&
し
て
有
色
人
.

…
國

の
中
に
我
国
か
勃
興
し
、
從
來
白
人
諸
団
員
の
問

に
限
ら
れ
た
る
世
界
共
同
生
活
に
入
る
に
及

ひ
初

め
て
此
匠

別
か
生
し
た

の
て
あ
る
。

一

第

一
の
差
別
的
待
潟
に
は
通
商
徹
約

よ
り
起

る
も

の
と
、
同
盟
條
約
よ
り
起

る
も

の
8
の
二
種
か
あ
る
。
先

つ

通
商
條
釣
上

の
差
別
的
待
遇
に
付
て
見

る
に
各
国
か
自
由
貿
易
を
採
用
ず
れ
は
差
別
的
待
遇
な
る
も

の
は
鞍
生

の

絵
地

か
な
い
。勿
論
此
場
食

於
て
も
事
實
上
密
接

の
關
係
を
有
す

る
國

の
間
に
於
て
は
、輕
濟
交
通
か
頻
警

行

は
れ
て
特
別
に
深
厚
な
る
相
互
扶
助
を
駕
す
ご
要

な
る
は
、
恰
も
無
償
件
最
恵
國
主
義

の
下
に
保
護
貿
易

の
行

は
る
・
現
謄

於

て
も
、
所
講
學
理
的
關
税
分
類
肇

操

っ
て
特
定

の
國
ε
の
間
に
特
別
に
密
接

の
關
係
を
定
む

る

&
異
ら
蹟
。
併
し
此

の
如
き
密
接
關
係
は
故
ら
に
他
を
排
斥
す
る
こ
ε
に
由

て
生
す
る
も

の
&
認
む
る
を
得

なも

い
か
ら
他
國
よ
り
之
を
差
別
的
待
遇
ご
し
て
反
封
ず

る
を
得
さ
る
は
勿
論
て
あ
る
。
通
商
條
釣
上
㊨
主
義
に
由

り

故
ら
に
親
疎

の
關
係
を
定
む
る
ε
云

へ
は
、
即
ち
薔
時
諸
国
に
行
は
れ
た

る
相
互
主
義

の
如

一
・
又
幾
分
之
を
緩

和
し
砦

今
日

の
南
北
米
諸
国

の
條
件
付
最
恵
國
主
義

の
如
き
も

の
て
あ
っ
て
、
眞

に
國
際

の
平
和
を
確
立
せ
ん

…

手

る
今
後

の
世
界
に
此
主
義

の
不
當
な
る
旨

は
激
て
論
述
し
な
如
一
て
あ
る
。
李
和
倉
議
に
於
て
は
必
ち
す

.

各
國
か
無
権

最
恵
國
主
義
を
採
用
す
き

急

ね
は
な
ら
ぬ
。
無
差

別
的
待
遇
を
徹
底
す

斎

め
に
倉

直
ち
.

に
各
国
に
射
し
て
自
婁

易
を
張
ゆ
2

譲

必
し
も
人
類
金
聾

利
益
篭

進
す
・
所
以
て
な

く
・
往
々
先
進

.

國
を
し
て
後
進
国

の
経
済

の
自
由

の
獲
展
を
妨
げ
し
む
る
こ
ミ

な
る
か
ら
、
適
度

の
保
護
貿
易
を
行
ふ
ご
譲

.

之
を
各
国

の
自
由

喜

ね
は
な
話

。
併
し
戦
前

の
各
国
は
帝
国
主
義
を
探

っ
て
徒
ら
に
排
外
保
護
に
熱
中
し
れ



「奮
.

、
.劣

蔑

ゑ

客

國
・
保
馨

穏
要

魯

理
的
・
・
.の
窪

・
し
め
ね
は
な
亀

!
而
し
て
無
樺
.

叢

謡

嚢

。
保
護
貿
易
を
行
ふ
鋳

・
栗

・
不
婆

與
ふ
・
も
・
て
あ
・
だ
け
に
・
各
國
の
保
護
主
義
を
抑

塑

造

処

走
る
慧

を
防
あ

震

望

・
農

書

れ
な
い
。
相
互
走
書

馨

な
る
舞

離

略
的
競

強

行
。
れ
董

商
嚢

饗

・
霧

て
あ
・
て
、
若
・
・
国
際
交
票

纂

茎

世
界
笈

建

言

諸
大
國

一
か
之
を
行
ふ
こ
ε

、
な
れ
は
世
界
純
濟

の
秩
序
は
混
魁
に
陥
ら
さ
る
を
得
な
い
。

一
・
に
同
綴

約
・
付
・
見
乏

、
各
・
・
露

嚢

・
鞍

て
饗

李
和
の
交
響

攣

へ
暮

後
の
世
界
に

　雛

鞍

疑

監
髪
蕪
堰羅

擬

蠍
纏
郵
鍵
旺輔

.

同
盟
。
あ
る
。理
璽

よ
り
云
・
は
政
治
上
俄
・
答

讐

三

國
差

嬉

;

男

か
・少
く
忌

讐

上
に

。
霧

。
て
生
活
せ
ん
か
爲
・
・
羅

同
髪

結
は
ん
手

・
場
食

・
他

國
　

之
に
撤
し
て
異
議
憩
-
ふ
る

.

。
得
。
。
。只
養

際
問
題
ご
し
て
は
横
前
・
主
張
せ
・
れ
猛

・
の
麗

同
盟
・特
旨

支
親

同
盟
の
如
き
は

.

何
れ
、

一
の
罎

か
其
臨

と
の
翅
璽

舞

占
射
利
盆
・
占
・
、
結
局
緩

治
定

も
之
を
蓉

せ
ん
手

る

.

帝
園
主
菱

り
起
。
た
も
の
て
あ
・
て
、
霧

易

論
砦

如
・
親

同
畢

認
む
・
毒

な
い
・
目
下
難

解
・

磯

に
蜷

る
鍵

及

歪

カ
ソ
方
面
に
於
・
如
禦

身

舎
・
行
・
れ
・
か
は
不
明
て
匁

が
・
食

の
籍

會

議

に
於
て
竺

三
の
強
。
か
畠

に
署

線
を
書
い
て
議

轟

・
行
き

議

芽

・
・
…

所
謂
民
替

快

走
藷

由
り
各
地
食

・
意
思
集

と
し
て
新
国
家
・
熱

す
へ
・
て
・
　

從
・
憂

枕
上
治
政
鐸

上
の

響

關
係
の
異
同
に
内

、り
自
欝

な
る
分
合
・
行
・
ゑ

喜

…

か
・
・
後
・
量

っ
て
麗

蕎

に
魏

撃

問
題

屡

間
。
鋳

的
籔

整

問
題

第
霧

〔第
二
競

九
三
ご
.
三
九

」ヒ

層



…

畢

問
題

屡

・
・
詩

的
待
遇
贋
詣

題

笑

賛

第
二
號

九
四
)

二
四
。

同
盟
の
必
要
を
見
る
か
如
蕩

A
.塞

す
る
窪

も
あ
・
ま
・
.
笙

・
國
乱

新
た

羅

同
盟
を
造
る
場
合

底

之
ご
關
係
・
誓

讐

國
か
不
利
の
地
位
屠

る
こ
§

・
・
て
霜

灘

の
原
因
蒙

り
易
い
か
畠

下

藷

藷

れ
姦

洲
大
陸
の
聚

の
分
合
農

ゑ

-
白
菊

・
歴

れ
ね
は
な
ら
祭

・

コ
　
に
　
　
　
　

の

　
必
薯

見

る
所
以
。
各
国
か
高
奢

關
撃

設
け
・
互
・
畠

交
響

効
く
・
碧

て
あ
る
・
故
援

令
へ
畠

」

.

貿
易
豊

磐

張
行
ず
る
こ
農

不
當
芳

ε

・
も
、
塗

・
成
・
へ
諏

護
貿
易

を
緩
和
す
る
の
必
要
か
あ

.

る

。粛

ご
轟

及
擢

こ
の
間
は
關
欝

度
・
如
何
茜

は
す
、
経
鶴

係
か
寡

暮

つ
三

の
脛
濟
器

を

.

爲
し
。
躍

る
こ
最

、
荷
ほ
内
地
昆

海
誓

・
關
係
・
加
之

…

然
・
に
母
国
轟

民
望

の
間
.羅

瀦

係
髭

。
如
三

痙
肇

位
・
孕

程
・
密
接
・
訟

場
倉

、
之
実

記

・
璽

な
ら
し
む
る
墾

其

　蟻

羅

鞭
瞬灘

鍵

麟
欝轍籍

一.

こ
距

由
り
之
を
双
欝

制
婁

爲
・
を

レ
つ
麸

・
。
元
箆

特
擁

制
度

か
可
聾

な
麦

必
饗

な
る

　
は
、第

一
に
・
治
驚

地
・
非
常

・
舞

保
繋

藻

・
響

て
曽

・羅

翁

の
多
く
も
保
護
圭
藷

熟
字

る
爲
め
て
あ
る
.
更
に
英
國
・
於
三

鷺

へ
装

欝

慧

器

か
再
暑

力
寒

つ
奏

は
・
墨

旨

り

自

誓

足
綴

・
張
ま

・
甕

め
て
・
・
。
此
自
習

足
策
・
・

も
・
は
編

機
箋

高

し
く
希

の
確
妾

…
さ
。
か
響

。
必
饗

な
・
も
・
て
あ
・
。
故
琴

肇

米
を
初
・
て
禽

か
眞
奉

和
を
確
立
す
る
の
意
嬰

F

■



筆
鋒

懸
饗
騒
讃

岐購

鱒

麟

難
鵜
齢嘩

玄

も
の
。
し
て
他
國
。
凝

を
許
.9
さ
す
雲

ふ
・
・
は
、
吾
人
餐

國
か
藷

霜

確
立

の
意
思
を
套

さ

「。
も
の
&
認
め
ね
は
。
畠

。
畿

か
本
國
ご
隔
絶
し
て
慧

的
關
係
の
甚
だ
薄
き
印
肇

那
姦

て
本
國
の
關

灌

域
に
編
入
す
る
か
如
・
制
度
を
探
・
て
、之
曇

蘭

係
・
厚
竜

國
・
排
斥
・
・特
に
我
国
を
他
譲

洲
諸

要

,
も

一
鑑

遇
。
。
か
如
き
は
、
是
箕

農

地
統
治
か
途

帝
国
主
藷

て
あ
っ
て
・
夫

の
舞

去

利
益
曇

展
ご
豊

ん
す
る
芸

ふ
釜

貧

的
を
真

誤

・
墓

習

て
あ

る
・
今
後
は
少
く
書

我
國
の

籍

屡

支
那
罰

す
る
關
孫
譲

洲
臨

高

一
基

礎
・
上
髭

か
ね
・
奎

・
丈

一
讐

先
畿

か
本

國
ご
遠
隔
。
蔑

地
葺

羅

薙

縫

人
妻

は
慧

視
に
由

・
本
竪

特
別
の
關
係
・
作
り
・
藷

未

國

一
ε

語

を
孕

か
如
,
方
髪

探
・
乍
ら
、
其
本
國
か
外
国
髭

膿

約
を
螢

・
方
っ
て
は
植
鍬

を
條
約
適

用
の
飽

婁

、
智

北
馨

に
限
っ
て
其
驚

地
を
最

の
領
土
に
.あ

ら
さ
る
か
如
く
取
扱
は
ん
祟

る
慧

、

薩

た
響

任
芸

ふ
へ
き
て
あ
る
。
窪

倉

米
國
か
本
署

羅

せ
…

リ
・
ツ
・
ン
あ

問

の
航
蓮
を

・以
て
津

貿
曇

,
&
七
て
、
他
国
の
航
蕩

畠

・
制
限
し
、
醤

か
薫

獅

岸
茜

比
利
亜
沿
岸
巷

間

.

　雛
縮
轄

噛
転
義

踊馨
誕
懇

諺

謙

譲
鮒漏

冠

ら
れ
ヨ

あ
る
窪

自
由
の
糧

ε
も

接

す
る
を
得
な
い
.

肇

腰

圃
際
間
の
騎

稗

農

止
瑠

菱

巻

・第
二
號

九
五
)

、二
四

【
.



一

・

肇

腰

国
際
間
・
窮

的
待
遇
盤

問
題

.

契

巻

笙̂

號

突

=

西
二

一.

三

人
種

上

の
差

別

的
待

遇

…
人
種
的
観
念
よ
り
国
際
間
に
差
別
的
待
遇
を
設
く
る
の
例
は
移
住
の
飴
地
を
多
大
に
有
す
る
新
開
の
白
人
諸
国

一
一
か
白
人
移
民
を
迎
ふ
る
に
寛
大
な
る
に
反
し
、有
色
人
移
民
を
排
斥
す
る
制
度
.を
以
て
其
代
表
的
の
も
の
遣
す
る
。

　謡

民
か
翌

皇

の
膠

生
活
喜

む
の
権
利
を
寧

・
上
は
、
全
然
之
に
門
戸
開
放
姦

制
し
て
如
何
な
る

一
移

民
を
も
牧
寧

へ
し
茎

賑
す
る
量

は
崇

な
い
。
現
義

國
の
如
き
赤

人
か
内
地
に
於
て
蕩

に
従
事

一
す
る
こ
ご
に
付
て
は
制

限
を
設
げ
て
居

ろ
。
此
制
限
の
内
溶
は
條
約
及
慣
行
上
暫
時
の
居
留
地
以
外
に
居
住
す

る

」
の
権
利
を
宿
せ
さ
る
外
人
か
内
地

に
入

っ
て
勢
倒
す
る
場
合
に
は
地
方
官
羅

の
許
可
を
要
す
ε
云
ふ
の
て
あ

っ
て

蟹
隈

の
結
果
を
見
れ
ば
片
務
的
通
商
悠
約

の
矯
め
内
地
居
住

の
椹
利
を
宿
せ
さ
る
支
那
勢
働
者

に
通
用
せ

ら

る
Σ

揚
A
口
か
起

る
の
て
あ
り
。
叉
併
合
以
来
の
朝
鮮
労
働
者
に
謝
し
て
も
矢
張
り
同
様

の
制
限
を
實
行
レ
つ
＼
あ

る
・

併
し
此
制
限
は
固
吉

種
欝

熱

よ
り
來
つ
馨

の
て
夢

、
只
ミ

合

の
過
剰
暑

し
む
所
の
我
國
に
於

「。
外
人
講

者
暴

佳
か
審

轟

書
淫

・
か
・
し
む
る
こ
蕃

防
差

爲
め
て
あ
・
。
我
国
・
恕

合

稠

一
密
に
苦
し
む
國
に
於
て
如
上

の
制
限
を
設
く
る
こ
ご
か
、
自
国
に
過
剰
富
源
を
猫
古

し
て
外
人
に
之
を
閉
鎖
す

る

所

の
纒
濟
的
帝
国
主
義

の
寳

行
て
な
い
こ
ご
は
多
言
を
要
し
な
い
・

年

々
多
数

の
白
人
移
晟
を
牧
容
し

つ
」
あ
る
米
國
其
他
新
開

の
白
人
諸
国

に
於
て
異
人
種
を
排
斥
す
る
こ

ご
に

…
付
て
。
人
種
的
襲

の
外
に
審

肇

上
の
理
由
か
主
張
・
・
れ
忌

・
.
帥
・
生
緯

度
・
高
髭

舞

新
開

扇

に
馨

る
日
傘

働
者
階
級
は
若
し
も
生
活
程
度
の
低
き
異
人
種
欝

春
着

由
に
來
佳

し
、め
て
之
轟

孚



、
せ
言

を
讐

・
.に
、於
,・
皆

蓄

會
的
馨

の
努
力
か
甚
・
禽

碍
襲

む
・
・
是
れ
響

臭

霧

の
爲

め

…

柴

利
馨

の
み
な
芋

、
人
類
禽

莚

芸

上
よ
寛

・
も
不
當
て
あ
垂

耳
ふ
の
て
あ
る
・
併
し
乍
畠

一
人
は
世
界
の
貴
欝

人
聾

し
て
有
色
人
鋳

し
卒
等
の
生
存
を
否
認
す
・
の
権
利
を
套

な
い
・
世
界
の
天
然

…
資
源
縞

昌

人
の
響

に
追
え

な
も
・
て
・
-
、
人
類
金
聾

層

に
存
す
・
も
の
て
あ
・
・
箆

倉

白

人
か
廣
人
な

る
未
開
富
源

を
領
有
し
て
居

る
の
は
、
共
實
先
住
土
民
を
駆
逐
絶
滅
し
て
之
を
占
領
し
授
爲
め
て

あ

。
。

蒔

に
含

有
色
人
種
の
ぞ

は
天
響

源
の
乏
し
き
爲
め
に
、
生
活
讐

陥
り
・
定

は
馨

の
有
竃

資
源

か
白
人

の
爲
め
に
濁
出
せ
ら
れ
π
結
果

と
し
て
、盆
其
生
活
難

の
甚

し
.く

な
っ
て
居

る
場
合
も
あ

る
。
此
等

の

哨

色
人
か
翻

。
.臭

國
。
移
隼

・
は
即
・
猿
舞

霧

電

位
の
向
上
・
爲
・
て
あ
・
。
彼
等
蓬

寓

地

位
を
向
上
す
る
こ
墓

人
類
塗
讐

響

量

器

る
こ
譲

、
敢
て
白
垂

働
者
の
場
合
重

る
所
の
な

い
`

憾

、
恰
も

面

内
・
於
・
・
下
鍵

・
向
上
か
其
國
の
農

富
者
・
向
走

者

て
無
歴

な
り
芸

ふ
を
得

.

さ
る
ご
同
様
て
あ
る
。
此
等
新
開
の
白
人
諸
国
に
於
け
る
白
人
勢
働
者

の
地
位

の
高
き
重
要
原
因
か
天
然
資
源

の

豊
富
な
る
こ
毛

あ
・
上
は
、
有
色
人
に
封
し
て
公
歪

其
利
用
を
許
・
す
・
薩

由
り
幾
分
臭

の
地
位
に
不

.

利
呈

す
る
も
已
む
を
得
な
い
の
て
あ
る
。
呪
ん
や
有
色
く
か
移
住
す
る
も
之
か
薦
め
に
巻

的
弊
害
を
生
す
る

こ
蕃

防

あ

方
法
は
幾
ら
も
あ
る
。
之
を
防
誉

め
に
今
日
直
ち
に
肚
曾
ま
義
を
断
行
す
る
を
得
な
い

こ
し
て

も
、
勢
働
時
間

の
制
限
や
最
低
勢
働

の
制
限
を
今
少

し
布
敷

に
行
ふ
た

な
ら
は
充
分
に
之
を
防
止

し
得

る
の
て
あ

っ
て
、又
今
日
以
上
に
強
く
之
を
行
ふ
こ
ご
は
白
人
砒
曾

の
爲

め
に
も
多

く
の
場
合
に
は
有
利
て
あ
る
。
白
人
諸
国

諸

他
の
爲
錠

有
利
な
る
此
等
の
方
法
を
韓

す
・
て
徒
ら
暑

色
人
の
種

を
有
要

皇

云
ふ
は
誤
っ
て

一

撃

問
題

爆

間
の
蔚

的
待
遇
盤

農

」

第
八
巻

(第
こ
號

九
七
=

西
三



時
事
膿

国
際
間
・
喬

幕

繋

止
.鰐
.

、

葉

巻

(璽

號

九
八
)

二
四
四

…
居
る
.
藻
洲
・
世
界
・
卒
先
・
て
最
低
籍

萎

行
妾

・
は
葵

移
民
藩

覆

於
け
る
馨

を

ム
　
く

　

め
て

あ

っ
て
ヤ

颪

よ
り
云
へ
藻

洲
に
有
色
人
か
來
佳
、し
た
・
差

止
の
比
較
的
に
徹
底
し
薩

會
政

　鯵

蕪

癖

鱒
難

燃難

幕
懸
難
鰐

藁
㍑魑

.

自
己
に
緩

の
地
位
を
響

・
ん
募

力
・
・
代
・
・
、
生
麺

繕

砦

宮

人
を
も
馨

し
て
を

港

向

上
す
る
こ
差

努
力
す
る
・
責
集

あ
る
.

「是
れ
理

歯

内
・
於
勇

子
か
生
酵

優
馨

理
碧

し
て
女
子

壷

す
る
こ
ご
に
由
,
、又
高
級
蕎

者
か
文
化
農

撃

-理
由
ε

・
下
暴

動
誉

排
す

る
こ
亮

由
り
・凋

.

.

占
的
利
益
加
得

ん
手

る
の
不
當
に
・
て
、
相
互
提
携
に
由
基

讐

地
位

高

上
す
る
の
必
要

る
量

八議

,
此
移
民
排
斥
問
題
は
談

の
直
接
の
利
害
よ
芸

へ
は
、
彼

・
奨

國
・
原
始
生
霧

・
畠

輸
出
農

の
如.

,
緊
切
。
も
雪

は
云
は
れ
・
い
。
合

響

・
隠

移
民
缶

・
・
誌

由
・
幾
分
か
人
。
垂

迫
嚢

和
し

得
る
が
、
併
し
之
。
由
・
芒

天

日
過
剰
問
題
・
警

重

み
得

　

旨

・
・
葉

茜

の
経
験
に
徴
し

　て
明
か
て
あ
る
。
.又
移
住
民
薪

住
地
に
至
れ
塁

然
之
高

聳

て
惹

婁

・
審

護

分
重

な
る
こ
と

　に
努
孕

へ
。
は
器

て
あ
る
。
或
・
我
国
・
移
民
・
將
棄

國
・
於
・
搬

暴

・
如
き
粟

を
起
し
2

に

由
義

國
。
契

欝

貿
麺

薯

・
加
へ
・
藁

を
生
.・
・
か

も
知
れ
・
・
黍

葎

な
る
も
の
は
移
住
者
個

　
人
の
向
上
の
爲
め
に
重

・
・
…

て
脅

、
之
・
由
.・
.直
楚

其
本
國
の
利
益

を
鍵

す
る
こ
蟇

目
聾

す
へ
、
も
。
て
。
。
。
砦

如
義

國
粂

藻
蓋

の
新
開
國
・
移
民

・
出
・
旨

は
・
直
楚

遜

濟
上
の
重

…
大
梨

の
鑑

に
必
要
弩

亟

薫

れ
聚

、
而
喬

・
茜

か
飽

く
ま
・
宮

人
排
斥
制
度
に
反
劃
す
へ
き

.

冒



」質

・
、
此
制
限
・
存
す
・
限
り
眞

・
世
界

奉

和
か
髪

れ
・
・
か
ら
て
あ
・
・
臭

か
此
制
婆

維

持
す

る

乏

せ
に
由
り
有
色
人
を
賎

劣
現
す
る
の
態
度
を
捨

て
さ
る
限
り
、
白
人
は
有
色
人
を
尊
重
し
て
其
丈
化
を
珊
解

せ

ん
と
す
る
の
精
神
か
起
る
を
得
な
い
。
特
に
白
人
に
し
て
有
色
人
を
賎
劣
覗
す

る
の
思
想
か
従
来
の
如

く
頑
強
て

一
あ
る
な
ら
は
、
今
日
国
際
聯
盟
乃
組
織
す
る
も
此
聯
盟
か
公
干

に
人
類
企
艘

り
幅
利
を
囎
進

ず
る
の
機
關
こ
な
ら

T
す
、
白
人
か
有
色
人
を
歴
迫
す
る
の
道
具
に
堕
落
し
、
即
ち
白
人
全
艦

の
帝
国
主
義

の
蹟
屋
を
動
く
.る
道
具
ご
な

る
の
危
険
か
頗

ふ
る
大
な
る
か
爲
め
て
あ
る
。
.
.

一

・

此

の
如
く

「有
色
人
排
斥
に
反
封
ず
る
こ
ご
か
人
類
全
膿

の
年
利

ご
進
歩
ご
を
圓
る
ご
云
ふ
崇
高
な
る
目
的
を
以

.

て
し
て
初
め
て
是
認
す
へ
き
も
の
・
あ
・
手

れ
は
、

疲

有
色
人
侍
蟻

艮

診

氏
問
題
に
付
も
大
に
反
省

.

せ
ね
は
・
畠

、
葉

酸

に
は
穿

移
民
を
以
て
領
土
獲

高

・
く
帝
国
嚢

の
侵
略
手
段
・の
如
く
見
倣
す

.

者
か
あ
っ
な
か
、
.砦

如
き
見
解
羅

謄

禦

せ
ね
讐

島

。
若
し
も
我
國
の
移
民
に
し
て
砦

額

愚

を
懐
て
移
住
せ
ん
こ
す
る
な
ら
は
、
彼
等
は
當
然
排
斥
せ
ら
る
へ
き
看

て
あ
る
、
濁
逸
か
外
國
移
住

を
以
て
濁
逸

主
義
を
鯨
宣

す
る
の
道
具
こ
し
、
移
晟
も
亦
本
國

の
帝
國
主
義

の
道
具
こ
な
る
こ
と
に
甘
ん
ず
る
傾
向
を
生
レ
な

矯
め
、
各
國
は
濁
逸
移
民
を
恐

る
こ
甚

ヒ

、
特
に
濁
逸
移
民

を
多
大
に
牧
容
せ

・
米
国

か
此
危
険
を
絶
滅
す

る
の
必
要
よ
り
猫
逸

と
戦
ふ
に
至

つ
π
こ
埴
は
奮

て
本
誌

に
も
諭
し
た
如

く
て
あ
る
。
五
日
人
は
我
国
よ
り
移
民
を

出
π
す
ご
ε
に
由

り
自
か
ら
利
す
る
ご
同
特
に
、
成

ろ
へ
く

世
界
人
類

の
利
益

に
貢
献
す

へ
く
努
め
ね
は
な
ら

ね
。比
熱
よ
り
見
れ
ば
我
国
か
世
界
到
・
磨

繋

響

出
し
て
其
風
紀
の
素
畢

助
長
し
交

東
藩

洋
に
出
動

せ
る
我
か
國
氏
醤

た
劣
悪
雰

子
か
ぞ

、
義

椿

も
我
國
か
此
方
面
に
詐
欺
的
の
粗
造
品
を
出
し
消
費
者

・時
蕎

題

国
際
間
の
差
別
的
待
叢

止
問
題
.

.

第
八
巻
.
(第
二
號

九
九
)

二
四
五



時
事
問
題

國
際
間
の
差
別
的
待
遇
腰
止
問
題

第
八
巻

(第
二
號

一
〇
〇
)

二
四
六

　
に
意
外

の
損
失

を
蒙

ら
し
む

る
ご
異

ら
ぬ
。
故

に
我

国

は
有

色
人
排
斥

に
反
謝

す

る
ε
同
時

に
、
在

外

の
劣
悪
出

.

稼

人

を
取
締

っ
て
外
國

に
損
害

を
蒙

ら
し

む
る
こ
と
を
防
く

の
責
任

を
生

す

る
。

四

後
進

国

に
封
ず
.る
差
別

的
待
遇

'

先
進
国
か
後
…進
國
に
射
し
て
不
雫
等

の
待
遇

を
駕
す
は
、
主
こ
し
て
治
外
法
権
及
片
務
的
通
商
條
約

の
形
を
以

て
す
る
の
て
あ

る
。
我
国
か
幕
末
以
来
如
何
に
此
不
孕
等
待
遇

の
爲
め
に
苦
悶
し
又
國
民
か
此
苦
痛

ε
屈
辱
ε
を

皿
脱

し
て
先
進
國
苞
対
等

の
交
逼
を
籍
し
得

る
か
如
く
に
有
形
無
形
萬
般

の
進
歩
を
爲
す
か
な
め
如
何
に
努
力
し
た

一
か
は
、
何
人

の
記
憶
に
も
省
ほ
新
な
る
所

で
あ

る
。
現
に
通
商
係
約
に
重
て
は
形
式

の
上
に
は
兎
も
角
、
税
率
の
協

定
に
付

て
は
今
省
ほ
頗

ふ
る
片
務
的
な
る
を
見
れ
な
い
。
故

に
我
国
か
今
頃
新

π
に
條
約
を
結
ふ
に
方

っ
て
は
、

敢
て
我
国
の
保
護

の
程
度
を
強
ふ
す
る
の
必
要
は
な
い
が
諸
張
國
を
し

て
更
に
其
門
戸
を
開
放
せ
し
め
、
特
に
其

.

植
民
地

の
門
戸
を
開
放
せ
し
む
る
こ
ε
を
必
要
ご
ず
る
。

後
進
國
に
封
ず
る
差
別
的
待
遇

に
し
て
今
後
重
要
の
世
界
的
問
題
と
な
り
、
叉
我
国
に
甚
深
の
關
係
を
有
す
る

も

の
は
支
那
に
野
す
る
列
強

の
、差
別
的
待
遇
て
あ
る
が
、
之
に
付

て
は
治
外
法
権
問
題

ε
椀
権
問
題
&
を
分
っ
て

研
究
す
る
を
要
す
る
。
先

つ
前
者

に
付
て
見
る
に
支
那

の
政
治
組
織
は
本
來
甚
没
不
完

全
な
る
上
に
叉
甚
し
く
腐一

一
敗
し
て
居

っ
て
、
支
那
に
在

住
す

る
外
人

の
生
命
財
産
を
保
護
す
る
に
足
ら
な
い
。
故

に
外
人
は
支
那

の
内
地
に

…
入
り
込

み
て
支
那
人
ご
雑
居
す
る
こ
&
を
差
握

へ
、

}
定
の
居
留
地
を
劃
し
て
其
内

に
治
外
法
橿
を
行
ふ
は
已
む

…
を
得

な
い
の
て
あ
る
。
此
制
度

に
反
封
ず
る
者
は
往
々
に
曰
く
。
外
人

の
支
那
に
來
る
は
敢
て
支
那
人
が
之
を
招



趨
鍵

縫
"
璽
興

奮

安
固
弩

忌

を
穿

つ
碁

人
皇

ら
支
麗

人
棊

・
の
て
あ
る
・餐

に

～
此
外
人
は
生
路
財
産

の
保
護

の
足
ら
さ
る
を
理
由

ご
し
、
支

那
の
個御
立
國
な
る
艦
面
を
蹂
躙
し
て
治
外
法
椹
を
行

一
ふ
こ
と
は
侵
略
的
行
爲
に
外
な
ら
ぬ
ご
。
併
し
乍

ら
個
人
か
此
世
に
生
れ
た
上
は
何
れ
か
の
國
の
臣
民
泣
な
っ
て　

一
生
活
す
。
醤

を
拒
む
を
得
・
・
か
聖

、
嘉

人
も
人
類
の
[
募

差

っ
て
之
異

同
藩

を
爲
芝

蓄

.旧

拒
む
を
得
・
る
高

鷲

、彦

孕

の
椹
利
害

ず
著

て
あ
る
。世
界
何
れ
の
國
昏

讐

も
所
謂
鎖
國
攘
夷

の
権
利
を
看
た
な
い
。
特
に
支
那

の
如
仁
全
人
類

の
生
活

に
重
要

な
る
贋
大
の
富
源
を
有
す
る
國
は
、
人
類

の
爲
め

に
之
を
開
放
し
利
用
せ
し
む
る
の
責
任
か
あ
る
。
若
し
も
支
那
に
し
て
世
界
的
共
同
生
活

を
拒
む
.の
灌
あ
り
ε
主

張
す
る
な
ら
は
、
暴
れ
自
か
ら
凋
立
国
た
る
の
擢
利
を
全
然
抛
棄
す
る
も

の
て
あ

る
。
否
な
、
人
類
の

一
部
た
る

一
権
利
を
抛
棄
す
る
も

の
て
あ

る
。
從

っ
て
諸
外
囲
は
之
を
侵
略
征
服
す
る
の
自
由

を
有
す

る
こ
と
㌧
な
る
。
支
那

…
に
・
て
砦

㌍

世
欝

蕎

生
活
・
寫
す
の
橿
利
垂

蓼

を
享

・
も
・
手

れ
は
・
支
那
椿

も
過
書

一
於
け
義

國
の
駕
し
砦

か
聖

、
極
力
其
制
度
交
物
を
整

口し
て
文
明
國
民
盛

等
の
交
際
を
す
の
資
肇

造

…
り
、
特
に
在
住
外
人
の
生
命
財
産
を
保
護
す
る
の
足

る
か
如
く
其
政
治
組
織
を
改
善
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。

一
今
呈

那
企

・通
の
希
畢

・
所
は
禁

に
財
産
を
造
り
て
居
留
地
に
移
り
、
外
人
の
保
馨

下
に
安
固
な
・

.

生
活
を
爲
す
ご
ε
て
あ

る
ε
云
は
る
玉
か
如
き
有
様
て
あ

っ
て
は
、
今
日

の
儘
に
て
直
ち
に
治
外
法
権

の
撒
磨
を
.

婁

求
す
る
こ
農

出
家
な
い
。世
界
の
各
國
民
か
奪

の
生
存
椹
を
有
す
歪

云
ふ
は
、敢
て
各
国
に
我
霧

手

の

…
権

利
あ
り

ε
云

ふ
ご
ε
て
は

な
く

、
共

同
生
活

を
駕

す

へ
き
厳
粛

な

る
責

任

あ
る

こ
ご
を
意
味

す

る
、
世
界

の

}

国
民

か
自

國
民

の
生
冷

財
産

を
保

護

す

る
こ
遭
さ

へ
も
出

來

な

い
や
う

な
醜
悪
螢

野

の
生
活

を
警

む

の
自
由

を
有

時
事
問
題

国
際
間
の
差
別
的
待
遇
腰
止
澗
題

第
八
巻

(第
二
號

「
○
一
)

二
四
七

.
・

'.



時
事
問
題

國
躊

・
薪

的
待
膿

止
問
題

.

第
八
隻

第
二
號

δ

二
)

二
四
八

…
さ
せ
る
こ
ご
は
、
恰
も
強
大
國
か
他

国
に
謝
し
て
軍
國
的
侵
略
を
行
ふ
の

自
由
を
有
せ
さ

る
ご
同
様
て
あ
る
。支
那

…
の
如
く
呈

能
力
。
乏
し
買

替

殆
ん
荒

・
讐

文
明
國
の
厨
國

・
な
り
、
妾
.
明
國
の
統
法
雫

に
秩
序

雄

活
を
覧

て
戛

戛

の
能
力
裏

成
・
つ
蕩

詮

反
し
、
著

し
て
支
那
は
他
國
に
併
呑
せ
ら
る
あ

運
命
姦

れ
、
列
国
・
同
情
早

舞

立
錘

持
・
て
居
・
の
て
あ
・
か
ら
・
支
那
会
.

る
誉

大
に
反
省
し
て

=

日
・
早
萩

序
的
髪

明
生
活
選

入
す
へ
-
努
力
せ
ね
は
・
毒

・
畿

呈

那
蓋

ハ肇

共
に
せ
さ
る
を

燦

。
か
如
,
、
.密
藷

蟹

・
掌

る
か
整

嘉

か

百

も
早
表

明
國
爵

慧

藻

を
為
し
得
る
か
如

、懸

癖

薄

塗
蜷

耐購
藩

錨
難
解
縫

鎌

儲朧
擬

そ

の
努
力
の
足
量

る
の
み
な
争

、
穿

に
し
て
支
那
の
震

に
不
利
笈

ほ
す
か
如
き
行
動
を
爲
し
つ
島

一
つ
た

こ
ご
は

、
予

輩

の
本

誌

に
屡

切
論

し
た
所

で
あ

る
。

ト

一

　

次
に
支
那
の
馨

覆

農

・
付
・
見
・
・
、
鑛

箆

縞

立
野

・
の
讐

論
長

質
憩

の
一
言

根

「饗

あ
る
。

「先
。
讐

論
・
付
・
云
へ
は
、
支
那
・
蒙

笥

法
募

幼
推

し
・
腐
敢
芸

か
寡

に
在
舞

人
の
生
命
潔

を
保
護
す
・
・
足
量

る
高

ヒ

、支
那
・
欝

巌

羅

關
あ

諭

せ
る
響

に
・葬

國

　　

の
葵

。叩
に
封
、
て
文
明
國
蓋

・
待
遇
青

行
ず
る
窪

か
困
難
差

・
て
居
・
・
倉

斎

國
の
蔑

瞬

斥
す
る
所
の
煩
讐

・
内
地
藩

視
・
存
卒

・
・
み
な
ら
す
、
徴
税
舗

の
諸

芸

謹

往
慮

レ
て

…
内
國
.。
ご
葵

・。
こ
の
閲

に
偏
頗

の
待
遇
を
・
・
場
A
・
も
あ
・
。
含

・
支
・
・
親

傷

み

人

の
鐘

の
下

綾
羅
雛

騒

繕
脂
為難

癖

難
蕪

疑
雛
㎏駐



}ゼ
「居
撰
遜
鳥
ご
町
に
支
那
國
家
の
人
民
に
.封
ず
る
権
威
.の
極
め
て
微
弱
献
る
爲
め
充
分
に
内
地
視
を
徴
牧
事
る
ご
.虚

…
か
困
難

と
な

っ
て
居

る
。
故
に
若
し
支
那
か
關
視
に
付
て
自
主
権
を
得

た
な
ら
は
忽

ち
に
無
謀

な
る
關
視

の
引
上

を

行
ひ
、
之

か
爲
め
其
産
業

の
振
興
を
妨
げ
叉
國
民

の
生
活
費
の
増
加
す
る
こ
ご
を
顧
慮
す
る
に
逗
な
き
に
至
る

…
は
多
く
疑
を
容
れ
な
い
。
故
に
支
那

の
脛
濟

の
鞍
展

の
上
よ
り
見
て
も
濫
用

の
危
険

の
人
な

る
關
税
自
主
権

を
認

「
む
る
こ
と
は
時
機
尚
早

の
威
な
き
を
得

な
い
。
暴
れ
吾
人
か
今
日
支
那
の
産
業

の
振
興
を
大
に
援
助
し
、
支
那

の

識
者
を
じ
て
今
日

の
如
く
政
治
方
面
の
み
に
熱
中
す
る
代
り
に
産
業
上
に
も
活
躍
せ
し
め
、
其
結
果
支
那

の
政
府

も
其
産
業

の
利
益
を
尊
重
せ
さ
る
を
得
さ
る
に
至
ら
し
む
る
こ
ε
を
以
て
、
支
那

の
開
枕
自
主
権

の
恢
復

の
根
本

.

條
件
&
認
む
る
所
以
て
あ
る
。
..

、

,

現
在

列
國

か
支
那
ご
締
結

せ
る
片
務
的

の
通
商
篠
}約

の
爲
め
に
、
列
国
は
支
那

の
輸
出
口叩
の
待
遇
に
付
き
何
等

條
釣
上

の
責
任
を
有
た
な
い
。
併
し
支
那
の
輸
出
品
は
主
に
原
始
生
産
物
て
あ

っ
て
、
此

の
如
き
貨
物
は

一
般
文

明
國
に
於

て
無
視
鹸
…入
の
待
遇
を
輿
ふ
る
こ
ε
を
常

ε
す
る
か
ら
、
支
那
は
片
務
的
條
約

の
爲
め
其
鹸
…出
品
に
付

マ

不
黍

の
待
遇
隻

旦
L
居
皇

・
云
ぼ
れ
な
・
。
是
斐

那
・
馨

覆

の
纂

論
か
圭
・
嘉

・
外
國
輪

.

入
品
に
封
ず
る
課
税
椹

の
問
題
、
特
に
輸
入
視
傘

の
引
上
問
題
ご
し
て
現
は
れ
て
居

る
所
以
て
あ

る
が
此
引
上
を

.

主
張
す

る
理
由
は
国
庫
放
入

の
増
加
を
目
的
ε
す
る
財
政
論
ビ
保
護
貿
易
論

ε

て

あ

る
。
支
那
の
財
政

の
改
善

に
は
關
税
引

上
よ
り
も
他

に
種
々
の
急
務

の
あ
る
こ
ε
は
藪
に
述

へ
な
い
が
、
更

に
國
底
版
入

の
上
よ
り
見
れ
ば

今
日
の
五
歩
視
に
二
歩
五
厘
の
紙
代
税
を
加

へ
た
み
七
歩
五
厘

の
視
率

は
牧
人
税
ご
し
で
は
適
當

の
も
の
て
あ

っ

て
、
更
に
之
を

一
割
こ
し

一
割
五
歩
ご
す
る
も
牧
入

の
増
加
は
之

に
件

は
な
い
。
此

の
如
き
増
税
は
支
那

の
産
業

…
獲
展

の
根
本
を
寫
す
所
の
寓
海
開
號
事
業

の
進
歩
を
省
し
て
、
支
那
人
の
外
國
品
購
買
力

の
増
加
を
妨
く
る
こ
と

.

●

時
事
問
題

圃
際
間
の
差
別
的
待
遇
贋
止
問
題

第
八
巻

(第
二
號

一
Q
三
)

二
四
九



一
時
蕎

題

画
喬

の
鶏

的
待
農

止
綴

第
八
登

第
二
號

δ

四
)

二
五
。　

一
に
由

り
輸

入
税
牧
人

の
不
振

を
生

す

る
.の
み
な
ら
す

、
.

芳

に
此
の
如
一
視
傘
を
引
上
れ
.は
牧
人
税
か
愛
し
て
保

護

税
ご
な
り
、
輸
入
品
を
排
斥
し
て
開
枕
吸
入
を
減
す
る
結
果

こ
な
る
。

　
一
返
奎

那
。
焚

L
羅

引
上
・
表

せ
ら
る
圭

・
虚

擦
緩

入
論
よ

り
も
寧
ろ
保
聲

藷

て
あ
る
や
う

一

覧

へ
る
。
然
る
に
支
那
の
基
本
肇

農

業
墾

等
・
原
始
・肇

て
あ
っ
・
之
を
蛮

す
る
こ
墓

付
言

も

　霧

。
あ
。
が
、
葵

工
業
。叩
に
嘉

を
課
す
る
こ
葭

原
黎

蕩

生
糞

・
從
萎

の
生
霧

墓

増
加
し

垂

振
興
蕩

け
る
。支
那
の
交
通
金
融
書

替
の
制
度
か

雇

整
頓
・
て
居
れ
ば
・覆

の
保
蕊

に
由
晶

く

工
誉

蛮

。
得
る
か
、倉

祷

繕

磐

制
肇

甚
奈

備
…

.最
も
近
斐

楚

於
・
外
国
の
賛
否

巌

術
と
企
響

ご
の
力
に
由
り
霧

に
工
芸

馨

し
、
以
・
支
那
・
欝

・
向
吉

助
・
で

あ
・
が
・
砦

　如
,
外
来
。
力
。
ぞ

依
攣

る
工
藩

敢
・
保
護
笛

て
之
を
欝

・
・
の
必
要
・
…

今
後
各
国
か
保
護

書

を
探
る
こ
蕃

聾

に
否
認
す
・
再

・
・
が
、
併
・
葉

者
國
・
帝
園
主
藷

見
地

　

墜

に
排
外
保

薩

に
華

し
な
矯
め
に
世
界
の
霜

・
危
ふ
玄

に
至
・
・
.
散
・
震

・
毒

茸

操

護
排
外
・
瑳

義

漏

し
て
世
界
皐

和
。
保
・
こ
諺

努
・
ね
は
な
話

。
支
那
・
加
島

立
聾

翁

き
國
は
何
よ
　

世
界
の

鼻
簿

鰭

鐸

響

欝

支
那
自
身
か
排
外
保
護
に
熱
中
し
て
世
界
の
平
面
を
掘
　

　

　　

一

襲

支
那
人
。
畠

・
開
票

葬

國
・
芒

て
特
撰

き
慧

采

公
歪

窪

し
て
之
か
引
上
藁

求
し

…

薫

る
に
含

各
国
こ
の
協
議
・
由
・
諜

・
智

饗

函

酌
・
て
黎

・
改
正
・
・
現
實
垂

帥
ち
之
に
抵

…
代
馨

加
ふ
れ
は
蛋

七
歩
五
厘
・
馨

霧

ふ
・
ξ

…

。
戦
争
暴

世
界
・
物
償
は
二
倍

以
走

騰
貴

し

特
鑑

盒

の
辱

牽
籔

倍
建

・
た
場
合
か
多
妻

・
て
茜

・
初
蛍

し
て
多

く
の
國
の
輸
入
税
率
は

.1



」實
際
に

は
大
に
低
減

し
挺
.こ
と
」
な
り
、
支
那

の
現
實
五
歩
又
は
七
歩
五
厘
は
之
に
比
較
し
て
最
早
や
特
別
に
低

一
い
ご
は
云
は
れ
な
い
。
加
之
保
護
貿
易
的
見
地
よ
り
す
れ
ば
支
那
は

一
般
交
明
國
ε
異

っ
て
輸
出
税
を
課
し
て
居

る

が
、
原
始
生
産
物

の
輸
出
を
圭

ご
す
る
支
那
に
在
て
は
此
輸
出
挽
か
實
際
保
護
税
の
作
用
を
爲
し
つ
Σ
あ
る
場

…
合

の
少
な
か
ら
さ
る
こ
ご
は
婁
は
れ
な
い
。
故
に
今
日
の
支
那
は
保
護

の
程
度
か
特
別
に
低
い
ご
云
ふ
こ
ご
も
出

一
乗
な
い
。
無
論
原
始
生
産
業
の
振
興
を
重
要
視
す

へ
き
支
那
に
於

て
、此
輸
出
税

か
甚

な
有
害

て
あ

る
の
み
な
ら
す

慶
大

の
天
然
資
源
を
有
す
る
國
は
之
を
世
界
人
類

の
爲
め
に
開
放
す

へ
し
ε
云
ふ
原
則
よ
ゲ
見
て
甚
だ
不
嘗
て
あ

…
る
。
支
那
か
財
政
上
の
理
由
よ
り
原
始
生
産
惣

醤

を
姑
く
る
所
の
蟹

税
を
繋

る
爲
め
匹
・
馨

へ
無
意

識

&
は
云

へ
煙
濟
的
帝
國
主
義

の

一
部
を
貴
行

し
つ
Σ
あ
る
の
現
状
は

一
日
に
速
か
に
之
を
除
去
す
る
こ
ε
を
要

…
す
る
。
元
來
支
那
民
族

の
理
想
の
中
て
最
も
重
要
な
る
も

の
は
孕
和
主
義

て
あ

っ
て
、
今
後
世
界
人
類
の
共
同
生

一
溜

に
謝
し
支
那
艮
族

か
貢
献

す

へ
き
事
業
ε
し
て
も
、
此
季
和
主
義
を
維
持
獲
撰
す
る
こ
ε
か
最
も
重
要
て
あ
る

一
然

る
に
今
ま
支
那
か
新
な
に
帝
國
主
義

を
探

っ
て
保
護
貿
易
、
天
然
資
源
閉
鎖
、
原
始
生
産
物
輸
出
制
限
の
如
き

政
策
を
組
織
的
に
實

行
せ
ん
ε
す

る
こ
ご
は
、
支
那
の
最
も
貴
重
な
る
理
想
を
滅
却
す

る
も

の
て
あ

る
。
民
族

の

」理
想

の
滅
却
は
軈
て
其
民
族

の
廃
頽
衰
亡
を
招

か
さ
る
を
得
な
い
。
只
た
輓
近

の
支
那
か
此

の
如
く
帝
國
主
義
的

思
想
に
傾
き
、
此
主
義

か
慣
用
す
る
所

の
消
極
的
手
段
た
る
排
外
自
給
策
に
熱
せ
ん
ご
す
る
に
至
り
し
重
大
原
因

㎜
は
、
帝
國
主
義
を
探
れ
る
世
界

の
諸
強
国
か
支
那
を
侵
略
せ
ん
こ
す
る
か
爲
め
で
あ
る
。
故
に
吾
人
は
支
那
を
し
て

…

楽

楽
・
理
墾

皐

和
嚢

を
行
は
・
む
・
馬
差

は
葬

國
の
支
那
癖

を
防
止
せ
ね
は
な
ら
ぬ
・
之
を
防

止
す
る
こ
ε
は
平
和
主
義

に
忠
實
な
る
世
界
語
国
民
の
責
任
て
あ

る
が
、
特
に
支
那
ε
存
亡
を
共
に
す
る
の
運
命

…
を
有
す
る
我
國

の
重
大
責
任
て
あ

る
。

…

一
時
事
問
題

国

際
間

の
差
別
的
待
遇
腰
止
問
題
.
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